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�
谷
津
干
潟
特
集　

　

干
潟
と
は
波
浪
の
動
き
に
よ
り
長
い
年

月
を
か
け
、
侵
食
・
運
搬
が
繰
り
返
さ
れ
て

砂
泥
が
堆
積
し
て
出
来
た
も
の
で
、
干
潮
時

に
露
出
す
る
水
深
の
浅
い
海
岸
の
こ
と
で

す
。
谷
津
干
潟
は
昭
和　

年
後
半
か
ら
始

３０

ま
っ
た
千
葉
県
の
埋
立
事
業
に
、
当
時
国
有

地
だ
っ
た
海
岸
部
分
が
残
っ
た
も
の
で
す
。

有
機
質
に
富
む
泥
質
干
潟
で
、
た
く
さ
ん
の

ゴ
カ
イ
・
カ
ニ
・
貝
な
ど
の
底
生
生
物
や
ボ

ラ
・
ハ
ゼ
な
ど
魚
類
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
渡
り
鳥
を
主
と
し
た
鳥
た
ち
の

採
餌
場
・
休
息
地
と
し
て
適
し
た
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。
渡
り
鳥
た
ち
の
繁
殖
地

で
あ
る
シ
ベ
リ
ア
な
ど
の
北
国
と
、
越
冬
地

で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
の
南
国
へ
行
き
来
す
る
中
継
地
と
し

て
重
要
な
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幾
度
か
の
埋
め
立
て
計
画
に
対
し
て
、
市

民
の
希
望
や
国
・
自
治
体
・
自
然
保
護
団
体

の
保
全
努
力
に
よ
り
、
自
然
生
態
観
察
公
園

の
谷
津
干
潟
自
然
観
察
公
園
と
し
て
平
成

６
年
に
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
を
含
む
全
面

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
平
成
５
年
に
は
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
と
し
て
登
録
も
さ

れ
ま
し
た
。

　

谷
津
干
潟
は
約　

�
（
東
京
ド
ー
ム
９
個

４０

分
）
で
、
干
潟
の
周
囲
を
約　

�
の
遊
歩
道

3.5

で
囲
み
、
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
干

潟
の
生
物
を
気
軽
に
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
遊
歩
道
に

は
干
潟
に
渡
来
す
る
鳥
た
ち
を
観
察
す
る

観
察
デ
ッ
キ
や
シ
ェ
ル
タ
ー
が
設
け
ら
れ
、

大
き
な
レ
ン
ズ
の
つ
い
た
カ
メ
ラ
や
望
遠

鏡
を
持
っ
た
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
や
写

� 2003年谷津干潟の日イベント情報
● 谷津干潟の日市民公募作品展
期間：5月 27 日（火）～ 6月 15 日（日）最終日 16：00 まで

会場：自然観察センター特別展示コーナー

展示内容：谷津干潟を題目とした写真、絵画、短歌・俳句、書道等

● 谷津干潟の日自然観察会　雨天決行
日時：6月 7日（土）8日（日）10：00 ～ 12：00（両日共）

集合場所：自然観察センター前広場（受付 9：30 ～ 10：00）

対象：小学 3年生以上（先着 50 名）

内容：谷津干潟の木道部分に下りてカニや貝など生物の観察。

　　　又、他の干潟部分での観察もあります。

持参する物：筆記用具、あれば双眼鏡、ルーペ、帽子、飲み物、

　　　　　　雨天の場合の雨具、長靴があれば便利

● 室内観察会
日時：6月 7日（土）8日（日）10：00 ～ 13：00

場所：自然観察センター内

内容：顕微鏡によるプランクトンや微少な生物の観察

● 谷津干潟の日市民クリーン作戦
日時：6月 7日（土）13：00 ～ 16：00

集合場所：自然観察センター前広場

受付時間：12：30 ～ 13：00（先着 100 名）

対象：小学 3年生以上

持参する物：汚れても良い服装、長靴、軍手、帽子、タオル、

　　　　　　飲み物、レジ袋

● 谷津干潟の日習志野縦断環境ウォーク
日時：6月 8日（日）小雨決行　9：00 ～ 15：00

� 第１ステージ　東部体育館集合　

受付時間：8：30 ～ 9：00（先着 30 名）

ルート：東部体育館～マラソン道路～習志野市民会館

� 第２ステージ　習志野市民会館集合

受付時間：9：30 ～ 10：00（先着 30 名）

ルート：習志野市民会館～ハミングロード～谷津干潟

� 第３ステージ　自然観察センター前広場集合

受付時間：11：30 ～ 12：00（先着 40 名）

ルート：観察センター～習志野港・船橋港～谷津干潟

● 記念セレモニー　
日時：6月 8日（日）13：00 ～ 14：00

会場：自然観察センターレクチャールーム

● シンポジウム
テーマ「谷津干潟からあなたは何を学ぶか」

日時：6月 8日（日）14：00 ～ 16：20

● アトラクション「谷津干潟と音楽のひびき」
日時：6月 8日（日）　16：25 ～ 17：00

● 湿地交流展示販売
日時：6月 7日（土）8日（日）小雨決行 10：00 ～ 16：00 他
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千葉県習志野市津田沼 5-11-10 吉田ビル 3F

TEL　047-454-2355　FAX　047-454-2357

URL　 http://www.asamaru.com/

e-mail　info@asamaru.com

第23号　6月

第 36 回ロビーコンサート～緑のそよ風にのって～
日　時　5月 31 日（土）　午後 2時開演

場　所　谷津公民館ロビー

演　奏　クラリネット：高木晴江、湖口綾子、　
　　　　永田志実、北山遙

　　　　ヴァイオリン：川口徹也、川口貴史

曲　目　Ｇ線上のアリア、めざめよ、イエスタ

　　　　ディ、トロイメライ他

今回のコンサートは、市内在住の高木晴江さん

とその教え子一中生徒・大学生との競演です。

ご期待下さい。

�県民の日協賛フリーマーケット　（雨天中止）
日　時　6月 1日（日）午前 10 時～午後 3時

場　所　習志野市役所市庁舎第 3分室前駐車場

連絡先　習志野市商店会連合会　

電　話　455-1955

�津田沼 1丁目商店会フリーマーケット
日　時　6月 15 日（日）午前 10 時～午後 3時

場　所　新京成線新津田沼駅前 2Ｆ通路（屋根付）

連絡先　習志野市商店会連合会

電　話　455-1955

�花情報：花菖蒲（ショウブ）
　香澄公園の中にあるショウブ池のショウブが

６月上旬から下旬に見ごろを迎えます。明治神

宮より株分けされたショウブ 50 種約 500 株が、

八橋を渡りな

がら鑑賞でき

ます。日本的

なおもむきの

ある場所です。

一度ご鑑賞下

さい。
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真
愛
好
家
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
散
歩
を
す
る

方
な
ど
毎
日
た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
は
「
谷
津
干
潟
を

知
り
た
い
」「
干
潟
の
鳥
を
見
て
み
た
い

け
れ
ど
望
遠
鏡
が
無
い
」
と
い
う
谷
津
干

潟
初
心
者
の
力
強
い
味
方
に
な
っ
て
い

ま
す
。
観
察
セ
ン
タ
ー
内
に
は
観
察
ス

コ
ー
プ
・
双
眼
鏡
や
野
鳥
図
鑑
を
設
置
し

た
観
察
コ
ー
ナ
ー
、
毎
日
ビ
デ
オ
上
映

や
野
鳥
解
説
が
行
わ
れ
る
レ
ク
チ
ャ
ー

ル
ー
ム
、
喫
茶
食
堂
・
売
店
な
ど
が
あ
り
、

子
供
が
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
展
示
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
館
内
に
は
常
時
指

導
員
が
い
て
、
観
察
ス
コ
ー
プ
の
使
い

方
や
鳥
た
ち
の
解
説
な
ど
、
や
さ
し
く

説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

�
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
は

　

正
式
名
称
を
「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と

し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る

条
約
」
と
い
い
ま
す
。
昭
和　

年
に
イ
ラ

４６

ン
の
北
、
カ
ス
ピ
海
湖
畔
の
ラ
ム
サ
ー

ル
と
い
う
町
で
「
水
鳥
と
湿
地
に
関
す
る

国
際
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
締
結
さ
れ
た

こ
と
か
ら
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
水
鳥
に

と
っ
て
重
要
な
湿
地
（
長
い
旅
の
途
中
に

羽
を
休
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
食
物
を

与
え
て
く
れ
る
欠
か
す
事
の
出
来
な
い

場
所
）
を
世
界
各
地
で
保
全
し
、
適
正
に

利
用
す
る
事
を
目
的
と
し
た
条
約
で
す
。

つ
ま
り
国
を
越
え
地
球
規
模
で
旅
を
す

る
鳥
の
生
活
の
基
盤
と
な
る
湿
地
環
境

を
守
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
渡

り
鳥
に
国
境
は
な
い
」
と
い
う
事
で
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
谷
津
干
潟
で
は
平

成
５
年
６
月　

日
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

１０

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
「
谷
津

干
潟
の
日
」
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
登
録　

周
１０

年
と
な
り
ま
す
。

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
電
話
４
５
４
�
８
４
１
６
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今ならカルガモの親子が見られます。


